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はしがき
　
平成二九年一一月の国士舘創立百周年に向けて、国士
舘百年史の編纂事業を進めるため、法人がこれまで行ってきた修史編纂事業の経緯を顧みるとともに、今後の編纂計画と国士舘史資料室充実のための課題を概括的に整理し報告するものである。　
一
　
修史編纂事業の経緯と現状
　
ここではまず、法人がこれまで行ってきた修史事業の
経緯について、時期を国士舘百年史編纂委員会が設置された平成一四年を境に、前後二期に分けて概述する。
国士舘百年史編纂委員会
国士舘百年史編纂事業の現状と課題
１．国士舘百年史編纂委員会設置以前　
（1） 法人の修史編纂事業と資料室の設置組織
　　
（１）
修史事業の開始
　
法人が創設以来の足跡を顧みる修史事業を開始したの
は、昭和五一年頃であったといわれている。国士舘創立六十周年（昭和五二年）ないしは六十五周年を期して法人の歴史を編纂することが計画され、図書館内に校史編纂資料室（史料編纂室）が設置され、担当者（高杉善治氏）が配置された。当時の大学新聞に校史に関する資料提供を依頼する記事が掲載されている（ 『国士舘大学新聞』第一六五号掲載） 。しかしながら、この計画 草稿の作成を試みな ら、ついには未定稿のまま完成に至ら
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ずに終わった。  こうして法人としての修史事業が一時頓挫している間
に、大学及び同窓会が中心になって初代舘長柴田德次郎と国士舘の足跡を顕彰する出版事業が進展をみた。昭和五三年 大学同窓会編『信念と気魄の生涯―柴田徳次郎伝』が出版されたのを皮切りに、昭和五五年に村中嘉二郎編『柴田徳次郎言論集』が大学から刊行され、ついで同五九年には大学同窓会編『写真で見る国士舘の歴史』が国書刊行会から 。　　
（２）
　国士舘資料室設置
　
法人としての修史事業が進展をみないなかで、在職卒
業生会から法人の沿革史 纂を目的に基金二五〇万円を寄付する動きが起こった。これを機に法人も早急なる資料室設置を目指すことになり、創立七十周年を迎える昭和六二年に、法人総務部（企画調査室所管）のもと国士舘資料室準備委員会を発足させた。準備委員会委員長には三浦信行政経学部教授が就任、同年のうちに「国士舘資料室開設準備要領」を制定した。 動きを受けて同年の「国士 会報」第六二―一四二号及び第六三―一六号、 『国士舘大学新聞』第二九八号等で国士舘史に関する資料提供の呼びかけを い、元教職員・同窓会関係
者三〇〇〇名へ資料の寄贈依頼を発送、その結果、昭和六三年現在、内一パーセントほどの方から資料提供の回答を得た。  これらの活動成果が実り、平成元年、上記「開設準備
要項」にもとづき柴田会舘四階に初めて国士舘資料室が開設され、同資料室に法人職員一名（吉田丈作氏）が配置されること なった。法人は同資料室運営の基準を定めるため、 「国士舘 運営要領
｣
を制定し、これに
従い国士舘資料室運営委員会を設置、 委員長には三浦信行政経学部教授が就任、所管は総務部広報課（課長内田輝光氏）の担当するところとなっ 発足した国士舘資料室運営委員会は、同年のうちに「資料室の整備充実等に関する要望書」をとりま め清水成之理事長に上申した。同要望書には、 「理事長直轄の資料館設置」と「
( 仮
称
) 国士舘学園沿革史編纂」の二つの事業への取り組み
を進めることが上申されている。　
その後、国士舘資料室運営委員会は、八十周年史編纂
事業が始まるまで活動したが、同事業の開始後は再 されずに活動 停止したままとなり その事業 事実上、八十周年史編纂委員会に引き継がれることになっ 。　
（2） 創立八十周年記念事業と国士舘史編纂
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（１）
八十周年史の準備活動
　
法人が平成九年に創立八十周年を迎えることから、 「国
士舘創立八十年史」を編纂する計画が立案され、平成四年から八十年史編纂委員会が組織されて準備調査活動が開始された。　
編纂の基礎となる基本資料を収集するため国立公文書
館・東京都公文書館・渋沢資料館等の学外機関において教育史関係の資料調査を実施した（編纂委員、湯川次義文学部教授担当） 。ま 、学内においても資料室嘱託職員を中心に資料収集に努め、これらをもとに年表式の編年資料の作成を行った （資料室嘱託、 佐々木宗興氏担当） 。同年表は平成五年にまず簡略な「国士舘粗年表資料 としてとりまとめられた後、さら 平成一七年まで 室嘱託職員の手で改訂 業が加えられ、 表 」が第一輯～第六輯まで草稿としてとりまとめられている。　
同資料は、今後編纂を進めるにあたって有力な手がか
りではある 、資料収集の方法にいまだ体系性や組織性がなかったため、一次的資料も聞き取り調査の結果も同列に扱われるなど、史実を確定する典拠資料使用の方法に難点と課題を残している。
　　
（２）
『国士舘八〇年のあゆみ』の刊行
　
法人は当初、八十周年記念として通史編二巻と年表編
一巻の刊行を目標にしていたが、平成八年になり創立八十周年記念事業運営委員会（委員長、松島博理事長）が発足して記念事業の具体化と計画の練り直しが行われ、写真図版を多く使用した『国士舘八〇年の歩み』を刊行する計画が立案され、これを進めるプロジェクトチーム（責任者三浦信行学長）が広報課所管 もとに組織された。　
プロジェクトチームは国士舘八〇年の歩みを「学校制
度の推移を中心に区分し、その時期における写真・資料等を掲載するととも 関連する主要な出来 ・学事を概説」した、いわば「目で見 学園史」 （同書あとがき）として『国士舘八〇年のあゆみ』をとりまとめ、法人（株）出版文化社の協力を得て刊行した。　　
（３）
収集資料の整理・保存と問題点
　
沿革資料の調査が進むにともない、収集された資料を
整理し保存する体制の整備が必要になった。収集資料の台帳整理について、昭和六三年に「資料室準備委員会が収集し する資料の管理要領について」が理事長通達で出された。つづいて平成元年には事務局長通達「国士
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舘資料室における資料及び物品の管理要領について」が出され、資料整理の基準とされた。これによって受け入れ資料は、資料室への受け入れ時に「寄贈・移管・購入・その他」 （法人の物品管理上の管理区分）に区分して台帳に記載されるとともに、カード目録が作成されることになった。　
一方、 この作業と平行して受け入れ資料に「整理分類」
が施され、 この分類にもとづく配架整理（書棚への保存）が行われることになった。この分類には図書館の日本十進分類法にならった方法が採用
A～
Zの主題別カ
テゴリーを設け、 れを基準に分類するも とした。これは記録史料（アーカイブズ） 整理に、誤って図書分類の方法を適用しようとするものであり、現実にこの方法によって資料を分類しようとすると、分類基準の主題カテゴリーの理解に個人的差異を生じ、 ちまち整理作業の困難を招き、保存管理上の区分や資料 検索利 のためにも不便きわまりないものであった。　
そこで資料室収蔵資料について、法人の物品管理台帳
の整理と資料検索用の目録とを、 そ 役割を見直しつつより効率性のある のにするよう早急なる整備 進める必要が生じてきた。
国士舘史資料展示室
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（４）
資料展示室の整備と利用状況
　
開設された国士舘資料室では、収集した沿革資料の展
示が平成元年から開始された。平成二年には「創立者柴田徳次郎生誕百年祭行事写真展（企画展） 」を実施した。以後、全国から寄せられた貴重な資料を公開する常設展示施設として関係者の要望に応えてきている。戦災などで既に失われた資料が多いなかで、かろうじて大学や外部の関係者のもとに遺されていた貴重な資料について複製物を作成するなど 公開展示している（ 「昭和十二年
　
国士舘憲則」 、 「昭和二十七年
　
国士舘再建趣意書」
等） 。　
しかしながら、保存施設を兼ねた展示施設の狭さ、施
設設備の老朽化、防災設備の欠如、専門学芸員 不在、アーキビスト（記録史料整理の専門員）の欠如、資料室のたびたびの移転などによって、開設時から展示してきた資料の劣化が進行し、早急なる対策が必要 なっている。また、施設・人員の不備から、入学生に対して施されるべき「初年次教育」 ための機関としても、充分機能発揮ができないでいる。　
２．国士舘百年史編纂委員会設置以降
　　
（1） 法人の百年史編纂への取り組みと組織
　
平成一五年、法人は来るべき創立百周年（平成二九年
一一月）を目指す記念事業として、徹底した記録史料調査と学術的研究成果にもとづく本格的な法人沿革史編纂を目指す『国士舘百年史』編纂計画を立案し、 新たに「国士舘百年史編纂委員会要項」制定した。同年 これにもとづき国士舘百年史編纂委員会を設置し、初代委員長には大澤英雄理事が就任した。この際、事務担当として年史編纂室を設け、 これを理事長室広報課（課長下村誠氏）に置くこと した（当時の担当は広報課職員の兼任） 。　
あわせて当面する平成一九年の創立九十周 に向けて
記念誌を出版することとなり、 のに「国士舘九十周年記念誌編集部会」 設置することとした。ついで平成一七年には「国士舘百年史編纂委員会要項」の一部を改訂すると もに、委員長に阿部昭理事が就任 、九十周年記念誌編集部会長を兼任した。さらに九
十
周年記念誌編集部会の副部会長に佐々博雄文学部
教授が就任することで、新た 佐々教授を中心に記念誌の編集・執筆が行われ、その成果が平成一九年、 『舘九十年』 とりまとめられ、 （株）ぎょうせいの協力を得て出版された。
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（2） 百年史編纂のための資料調査・収集・整理
　
九十周年記念誌編集のかたわら、百年史編纂を視野に
入れた資料調査を進め、国士舘創立の時代背景をさぐる資料調査を実施、徳富蘇峰記念館・九州大学蔵麻生家文書・国会図書館憲政資料室・
JIC
A
など、外部資料機関
の調査を行った（佐々博雄文学部教授担当） 。　
あわせて卒業生からの聞き取り調査を実施、昭和二〇
年頃に卒業した専門学校・中学校卒業生（現在一〇名）からの聞き取りを行い、翻刻作業を進めた。　
また、収蔵する資料については、百 史編纂に備えパ
ソコンを用いた検索目録（データベース）の作成を企図し、従来行ってきた主題カテゴリー（Ａ～Ｚ）別分類は停止するとともに、これに代わり、記録史料整理 基本に則った「組織の出所原則」 もとづく資料群構成と「自然語による横断検索」も可能とするデータベース化（E
xcel 使用）を開始した。既存の収蔵資料約二万件余
の検索用データベース作成をめざし目下急ぎ作業中である。収蔵資料の数量と目録整理の進捗状況 ついては次頁に表を掲げた。　　
（3） 資料の保存と利用
　
法人の沿革資料はすでに失われてしまったものが多
く、その不足を補うために各方面にわたって悉皆調査を徹底的に行う必要がある。しかしながら、法人の沿革資料は、当面する百年史編纂のためにだけあると考えるべきではない。法人 足跡 記録する貴重 歴史遺産として教学の日常的な教育研究の活動で活用され、とりわけ新しく入学してくる学生・生徒に対する初年次教育 おいて、国士舘 建学の由来や、創立以来堅持されてきた教育の基本理念を理解させるために生かされ、国士舘に集い学びあう学生・生徒、そして教職員全体のアイデンティティー 涵養にこそ最大限に活用されなければならない。　
当然のことながら、収蔵資料が将来にわたって法人の
貴重な歴史遺産として引き継がれ護られ ゆ ために、万全な保存体制が構築されなければな ない。これまで国士舘史のために集められた資料は、柴田会舘の展示室以外に確たる 場所もなく、編纂室が移動するたび柴田会
舘
から一〇号館へ、一〇号館から八号館、八号館
からまた柴田会 へと再三移転を余儀なくされてきた。そのたびに梱包と荷解きを繰り返し、このため作業が遅延するとともに、再三、資料散逸の危険にさらされてきた。　
現在、ひとまずは柴田会舘内に一室を設けているが、
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とくに防火・防湿・盗難の備えのある収蔵庫ではなく、一か所に固定した専用収蔵庫と充分な展示施設を持たない国士舘史資料室の現状は、いまだ真 意味で資料の保存と活用を将来 わたって託せる状態にはなっていない。　
従来、法人・教学とも、将来に備えて資料を遺そうと
いう意識に不足するところがあっ ように思われる。このため教学が刊行した出版物 も、計画的・系統的な保存対策が施されてこなかった。 それを行う責任ある組織 ・場所がどこであるかの確認もなされていなかったのである。このため近年刊行されたものでさえ、すでに失われてしまったものがある。今後の資料保存には組織的な意識改革やシステム見直しも必要である。　
二
　
今後の事業計画と基本方針
　
ここでは法人が平成二一年度から本格化させた国士舘
百年史編纂事業の基本計画と、これに付随す 事業等について、今後の課題を述べる。　
１．国士舘百年史編纂事業の推進
収蔵資料及び目録化の進捗状況（2009 年 11 月 18 日現在）
名　　　称 内　　　容 収蔵資料総点数
目録
化済
法人記録史料 法人（教学を含む）組織が作成・発行したか、または外部機関より受領した文書 10,300 1,145 
出版刊行物 学内で刊行される出版物 2,400 1,590
写真・その他の
映像・音声史料
国士舘に関わる写真その他の映像・音声
資料 8,100 3,611
物品資料 国士舘に関わる物品資料 400 130
調査収集資料 学外の関係資料所蔵機関への調査収集資料 499 499
参考図書 主に各関係機関が発行している出版物 1,600 1,059
合　　　計 23,299 8,034
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（1） 国士舘史資料室の整備と編纂計画の策定
　
平成一九年度に『国士舘九十年』を刊行した後、新た
な体制整備を準備していた法人は、事業を本格化するため、まず平成二一年四月に国士舘史資料室を設置した。これまで広報課内に置き、広報課職員に兼務させてい国士舘資料室と年史編纂室の業務を独立統合して、国士舘史資料室としたものである。  このため「国士舘史資料室規程」を制定し、同室長に
は阿部昭理事が就任 。同資料室には室長以下、事務長と専任職員一名、 準職員二名を配置した。同規程には、このほかに研究調査活動のため、必要に応じて学術調査員及び専門員を置くこと できる条項が盛り込まれている。　
これにあわせて、法人は従来の 百年史編纂委
員会要綱」に、同委員会のうちに専門的に調査研究 担当する小委員会として専門委員会を設置するなど一部改訂を加えるととも 委員長には阿部昭理事が引き続き就任することにした これとともに発足させた専門委員会の委員長には阿部昭理事、同副委員長には九十周年記念誌の編集担当者だった佐々博雄文学部教授、同委員として八十周年記念誌担当者湯川次義氏（早稲田大学教育学部教授、元国士舘大学文学 教授） 新たに本学大学
院の卒業生で教育史研究者の山﨑真之氏（国士舘大学非常勤講師）が就任し、活動を開始した。　
国士舘百年史編纂委員会は、その第九回委員会におい
て、法人の方針にもとづいて百周年記念事業の一環として、 （仮称） 『国士舘百年史』を編纂する基本計画の概案を策定した。同案によれば編纂刊行計画のあらま は、以下の通りである。　
平成二九年一一月を目標に、 （仮称） 『国士舘百年史』
を編纂・刊行する。同書はおおむね全二巻とし、通史編（約一〇〇〇頁、
平成二九年刊行
） 、史料編（約一〇〇〇
頁、
平成二五年刊行
）とする。
　
なお、計画の詳細部分については、今後、専門委員会
が行う調査研究活動の進捗状況をみて、百年史編纂委員会が作成することとなった。　　
（2） 資料の調査・収集体制の構築
　
資料の調査・収集は、当面する国士舘百年史の編纂の
ために、取り急ぎ悉皆的な重点調査 ・ 収集を実施するがあわせて、今後は平生から系統的に重要資料の保存がなされるよう、永年保存文書や期限切れ廃棄文書からの選択移管等を含む恒久的な保存システムの体制整備が必要となるであろう。
国士舘百年史編纂事業の現状と課題
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資料の調査・収集は、法人組織の内外において同時に
実施されねばならない。　　
（１）
学内資料の移管・引継
　
法人（教学を含む）組織が作成・発行したか、または
外部機関より受領した文書・記録史料は、学内各組織の文書管理責任者のもとで、文書管理規則に則って管理保管された後、保存管理すべき期間が過ぎて廃棄される際、歴史資料として今後 保存すべきかどうかの判定を行い、必要性が認められれば、国士舘史資料室に管理を移管し、その後は歴史的な資料として充分な保存対策を講ずる必要がある。　
また、 当初、 永年保存の扱いを受けた文書であっても、
長い年月を経てすでに非現用（歴史資料）化 、法人の経営資料としての役割 終わったと判断さ る のについては、同じく管理を移管する手続きを施し、国士舘史資料室において万全の保存策を講ずると もに、百年史編纂の基本資料として活用してゆく がある。　
学内で刊行される出版物は 定期・不定期を合わせか
なりの数に ぼる。法人の歴史 知る上 は、こ らの刊行物も欠くことができない。刊行物 引継・収集についても、学内で啓蒙活動を行 資料保存について教職員
の意識改革を行うとともに、文書管理規程の一部を見直すなどして、今後は系統的に移管・引継・収集が可能となるシステムをつくるべきである。　　
（２）
学外からの調査・収集
　
百年史編纂のため、平成二一～二三年度中に悉皆調査
を重点的に集中して実施 、その もこれを補う補充調査を続ける。とくに多くの資料が失われた大正・昭和戦前・戦後期の資料につい は、外部からの調査・収集力点を置く必要がある。資料の不足を補うため、外部の資料保存機関と大正・昭和期 関係された役員・教職員ならびに卒業生の個人宅に所蔵され 資料 関係者の聞き取り調査も含め、 総合的に実施しなければならない。　
外部からの資料収集は、各種複製物の収集が中心とな
るが、貴重 資料があれば、必要に応じて寄贈・寄託・購入の手続きを講ずることも必要であろう。　
なお、学内 から集められる国士舘史に関する収蔵資
料の区分とその受け入れまでの経緯について末尾 概念図を掲載した（二一頁） 。　
２．
国士舘史資料室における資料の整理・保存と活用
国士舘研究年報 2009　楓
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（1） 資料の整理・保存
　
国士舘史編纂のために集められた資料は、系統的に整
理されることによって、 活用するとともに、 将来にわたって保存してゆく体制が整えられねばならない。　　
（１）
資料整理
　
資料整理の基本は、受け入れた資料の管理台帳と検索
用目録を兼ねた目録 （データベース） を作成するこ が、もっとも効率的であり、利用上も便利である。パソコンの技術が発達した現在では、これを利用した目録 と一部資料のデジタル化による保存が可能 なっている。　
国士舘百年史編纂事業では、とくに前半期において、
資料の調査・収集と平行 て目録（データベース）作成が重点的に行われる必要がある。 の整備によって、はじめて資料の保存配架管理、利用に応ずる出納管理が可能になる。　
データベースには、資料目録のほか、出版刊行物（新
聞・参考図書類他） ・写真等 索引類も加え、最終的には、各種資料目録・出版刊行物記事 などを総合的に横断検索できるデータベースとすることが目標となる。　　
（２）
資料の保存管理
　
国士舘史資料室に集められ収蔵管理される資料には、
資料成立（出所）の由来によって大別すれば、国士舘の法人（教学を含む）組織が作成または受領した記録史料群のうちから移管（引継）された「法人記録史料」 「出版刊行物」 「映像・音声資料」 「その他物品資 と 学外に存在する「諸機関 個人から調査収集し群」とがある。これらの資料区分と、デジタルデータも加えた各資料の形態に合わせた適切な整理と保存管理が必要である。　
資料の保存にあたっては、展示室や事務作業室から独
立し、防火・防湿装置を完備した収蔵庫が欠かせない。またデータベースの保存 は、安全性に配慮したハードディスクとそのバックアップシステムも必要である。　　
（2） 資料の公開・利用
　
国士舘史資料室に収蔵する資料は、百年史編纂に利用
することはもちろんのことであるが、国士舘の歴史と由来を調べようとする者であれば 法人の内外を問わず、誰にでも公開し、閲覧や展示に積極的に活用されるべきである。　　
（１）
国士舘史資料室における資料閲覧
国士舘百年史編纂事業の現状と課題
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国士舘史資料室に収蔵する資料のうち目録整理が終了
したものは、学内の教職員・学生はもとより学外の一般人であっても、検索用目録（データベース）を用いて検索し、必要なものがあれば、原本または複製物によって閲覧することを許可する。　
資料の写真撮影・複製コピーについては、条件等 規
則を定めて希望に応じる とする。
　
　　
（２）
展示室における資料展示（常設・特別企画）
　
国士舘史資料室に附属する展示室で、国士舘の歴史を
展観するため、常設・特別企画の展示を行う。常設展は、新入生の初年次教育や、新採用教職員の研修会等に用いるほか、創立記念日 父母懇談会、オープンキャンパス、同窓会行事などに活用する。また、百年史編纂事業 進捗に応じて、特別企画展を実施する。　　
（３）
国士舘史研究年報『楓
』の発行
　
百年史編纂事業について広く学内外に周知することを
目的に、百年史編纂に寄与するための研究論文・史料紹介等を掲載した国士舘史研究年報を毎年次発行する。あわせて国士舘史資料室の活動報告や本学関係者のエッセイ・回想録等も掲載するものとす 。
　　
（４）
国士舘史資料室ホームページからの利用
　
学内者はもちろん、学外の一般人も、誰もが自宅から
国士舘史資料室のホームページにアクセスし、国士舘の歴史とその資料を閲覧し学べるようにする。資料室が作成した資料目録（データベ ス）をホームページにリンクさせ、自宅から検索可能にする。また、国士舘教育の理念や足跡を知ってもらうために、役立つ資料は、デタル映像としてネット上で積極的 公開する。　　
（５）
創設期以来の歴史的遺産（大講堂）の保護と活
　　　
 用
　
創設期以来の歴史的文化遺産である大講堂を記念館と
して、大切に保存整備する ともに、それに相応しい活用法を工夫してゆく。とくに機会あるごとに創立者をはじめ、大学の発展 貢献した人々の活動 顕彰し学ぶ場として、大学のさまざまな行事で活用する。　　
（６）
国士舘史資料室の博物館実習等での活用等
　
資料室の施設設備が拡充されるならば、施設とそこで
の作業を、博物館学芸員養成課程の実習や、史料学実習の実習用に活用することができる。上記実習はこれまで
国士舘研究年報 2009　楓
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学内に実習施設を持たないことから、すべて外部施設に依頼して行ってきたが、資料室の作業室や展示施設を実習用に活かすことも視野に入れたい。　
おわりに
　
国士舘百年史編纂事業を通して、伝統ある国士舘に由
来する多様な資料を調査・収集、整理・保存 利用・公開し、国士舘が果たしてきた歴史的役割と使命とをあきらかにすることで、国士舘に対する理解を内外に推し広げ、本学の今後の教育文化活動に資するもの する。
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国士舘史資料室収蔵資料の区分と移管・収集の流れ
学校法人国士舘
法人組織 教学組織
廃　棄
国士舘史資料室 収蔵資料
学　外
個人所蔵 機関所蔵
非現用化
現用文書
非現用化
現用文書
選択
記録・記念品・写真等 記録・刊行物等
評価選別
法人記録史料
調査収集資料
出版刊行物 映像･音声資料
物品資料
移管
複製／購入／寄贈／寄託
国士舘史資料室収蔵資 収集の流れ
